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３月の予定 

３月１５日（日） 

本人部会会議 10：00～（呉つばき会館） 

う た う 会   13：15～（呉つばき会館） 

★次回発行は ４月 1日です 

 
〇60周年記念式典・記念講演会 

    ６月２０日（土）13時３０分～ 
新日本造機ホール 

〇令和８年度 
呉市手をつなぐ育成会 総会  
６月２０日（土）1６時３０分～ 
呉森沢ホテル 

障がい児者を守り、その福祉の向上を図ることを目的とします。 

2026年(令和8年)３月１日発行 

 呉市手をつなぐ育成会 

    会長 中川 潤二 

〒737-0051 

呉市中央５丁目１２－２１ 

呉市福祉会館３階 

Tel(０８２３)２４‐２２６０ 

Fax(０８２３)２４‐２５６８ 

E-mail kure-teotunagu 
    @herb.ocn.ne.jp 

～３月号～ 呉市手をつなぐ育成会 

http://kure-teotunagu.org/  
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虹
色
学
級
・
太
陽
学
級 

作
品
名
「
ひ
な
ま
つ
り
」 

呉市手をつなぐ育成会 ６０周年記念式典・記念講演会 ６月２０日(土)開催 

http://kure-teotunagu.org/
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もうすぐ後期高齢者です。終活を始

めています。コロナの時期に母と義母

を亡くし、必要に迫られたこともあ

り、自分らしく残りの人生を送るため

に終活をしています。 

先ず多くの書類や書籍を捨ててきま

した。重い百科事典や自然科学の全

集、50 年近く前のものですから情報は

古いのです。美術全集や小説なども捨

てていきました。中には、担任してい

た時に 10年近く毎日書いていた学級通

信(Ｂ4 で手書きです。子供たちの日記

から生活がわかるように、2000 枚ちか

く)や写真(大部分子供たちにあげまし

たが)など段ボール箱に入れて広の処

理場へ運びました。 

私の母は「すてられない人」でし

た。古いセーターなども何度も火鉢の

やかんの水蒸気に当てて伸ばして編み

なおしてくれました。中学生の頃、ス

トーブのない古い木枠の教室は寒いの

です。椅子にくくりつける座布団を作

ってくれました。これ

は、私もすてられなく

て退職するころまで、

尻の下で私を支えてく

れました。また、ずっ

と家計簿をつけていま

した。 

「すてられないもの」 
    

毎日、その日のできごとなど数行日

記も書いていました。子供のころから

それをよく目にしていたので、納戸の

奥に置いてあるそれを私が欲しいと伝

えて、もらう約束を母としていまし

た。 

母の生き方を何らかの形でまとめる

つもりでした。しかし、今手元にある

のは、父の亡くなった日からの 10数年

分です。下の妹が持っていてくれて去

年私がもらいました。その最後の日に

「⋯〇〇さん(上の妹)に話したいこと

もあったのに、潤二さんには手渡すも

のがあったのに⋯どうなるかとてもな

さけなく涙がでます。お父さん待って

ネ⋯御免なさい⋯」と書いて終わりま

す。85 歳です。この後、100 歳まで生

きました。このころ本当にしんどかっ

たのだと思います。こんな母の思いを

受け止められていなかった自分を今せ

めています。10 数年分だけでもあって

良かったです。でも、やはり父の亡く

なる前の数 10年分の家計簿が見たかっ

たです。母も認知症がすすんでいまし

たし、それは見つかりません。私にと

ってすてられない大事なものでした。 

終活にあたり自分らしく生きるため

に、すてられないものをちゃんと見極

めていこうと思います。 

 

会長 中川 潤二                     
 

令和 7年度 広告掲載いただいた皆様 

ありがとうございました【順不同】 

正和実業株式会社・正和液化株式会社  井本建設株式会社   株式会社アイリフォーム   
イロハ自動車株式会社  株式会社ユニックス   根石電機工業株式会社    
社会福祉法人かしの木  社会福祉法人広島岳心会  社会福祉法人ふれんず 
特定非営利活動法人ぽでーる  特定非営利活動法人青虫の会 
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１１月   「紅葉の秋」 

１２月   「クリスマス」 

１月   「お正月」 

５月   「こいのぼり」 

６月   「梅雨」 

７月   「夏祭り」 

９月   「お月見」 １０月   「ハロウィン」 

呉市立郷原小学校 たんぽぽ学級

 呉市立郷原小学校には，特別

支援学級が２学級あります。た

んぽぽ１組は自閉症・情緒障害

特別支援学級，たんぽぽ２組は

知的障害特別支援学級として学

習しています。合計５名の児童

で毎日元気に頑張っています。 

 毎月，たんぽぽ１・２組合同

で中央階段の掲示板の作品づく

りを行っています。みんなで協

力して楽しみながら，四季折々

の作品を作って飾っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呉本庄つくし園 

卒園文集より 

     

「いちばん大切なこと」 

 踏切くんのママ・踏切くん （6歳） 

 

 

踏切くんは、帝王切開で生まれて、成長

と共にニコニコ良く笑う子でした。 

私の仕事復帰と同時に１歳半から保育

園に入り、その頃は５単語程話せていまし

た。バイバイと手を振ったり、靴を自分で

脱いで靴箱に入れたりできることもありま

した。しかし、視線が合いにくいのが心配、

１歳半検診（コロナ禍のため２歳に近かっ

た）の時に相談しましたが、様子を見まし

ょうと言われました。 

 それから、心配はしていたつもりでし

たが、私も看護師の仕事に復帰したばか

りで、さらにコロナ禍だったため必死に働

いてしまいました。しかし、気が付くと、踏

切くんの視線はますます合わなくなり、笑

顔も発語も少なくなってしまいました。やっ

てしまったと、思いました。自分への失望

と、子供達への申し訳なさで、それからは

必死に保健所に相談したり、発達支援セ

ンターや通える幼稚園を探しました。その

時の私は落ち込んだり、怒ったり、忙しく動

いており、子供たちに不安を与えていたと

思います。そのせいで、ますます笑顔を失

っていたことに気が付きませんでした。 

 踏切くんが幼稚園に入り、週１回、１時

間の発達支援センターに通い始めて、初

めて療育というものに触れました。一緒に

活動することで、少しずつ視線が合うよう

になり、踏切の遮断機の動きを手でマネ

しながら「カンカン」と言えるようになりま

した。成長がすごくうれしい半面、今後へ

の不安と焦りで、療育をしているときは、

踏切くんも私も少しニコニコできました

が、日常に戻ると暗い表情になりました。 

そうやって、バタバタ過ごしていたある

日、仕事中にせん妄の患者さんに「あん

たなんか、ここにおってもしょうがない」と

言われてしまい、今まではそんなことを言

われても、（せん妄だからしょうがないね）

と許せていましたが、その時から、何もして

いない時にも勝手に涙が出るようになっ

てしまいました。今思うと、もう心が疲弊し

ていたのだと思います。それからは、子供

のことだけに集中したいと思い、できるだ

け早く仕事を辞めました。たくさん迷惑も

かけましたが、そんなのどうでもいいくら

い、何も考えられませんでした。正直、踏

切くんと一緒に死のうかと思いました。ど

うしようもなくなって、保健師さんに連絡す

ると、つくし外来に相談に行くように勧め

られました。藁をもつかむ思いで、相談に

行くと、話を聴いてくれて、踏切くんもすご

く楽しそうに過ごしているのが分かりまし

た。来年からの入園予約をさせてもらい、

療育の時間が増えることに少し気持ちが

軽くなりました。また、いつでも相談にのっ
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てくれるところがあるという安心感で心が

救われました。 

踏切くんが年中になる年につくし園に

入園でき、私も仕事を辞めた事で、少し心

に余裕ができてきました。 

つくし園に入ってからは、視線も合うよ

うになり、トランポリンのおかげで体幹がし

っかりしたことで、ジャンプもできるように

なりました。今ではトランポリンの上をすご

い勢いでビョンビョン飛べるようになりまし

た。外で過ごすときは、一目散に走って行

って、追いかけるのが大変ですが、最近は

戻って来てくれることも増えて成長を感じ

ます。一緒に走れるようにできるだけ元気

でいようと思います。 

コミュニケーションも、なかなか踏切くん

の言いたいことが分かってあげられず、困

っていました。具体物を使って伝える事を

教わり、家でも言葉と物を一緒に持って伝

えると、わかってくれることが増えました。

また踏切くんも欲しい物を持ってきたり、

連れて行ってくれたり、伝えるということが

できるようになってきました。（伝わるって

こんなにうれしいんだ）と感じました。最近

では、写真や本の中のものを注視できる

ようになり、具体物の写真でも伝わるよう

になってきました。ジェスチャーや表情もす

ごく見てくれるようになって、表情がすごく

豊かになりました。踏切くんと過ごすのが

楽しくなりました。 

つくし園の先生方はいつも笑顔で踏切

くんに話しかけ、踏切くんのペースに合わ

せてくれました。踏切くんにたくさん笑いか

けてくれたことで、踏切くんの笑顔を取り

戻すことができました。心から感謝申し上

げます。踏切くんの笑顔が私達を笑顔に

して家庭の中が明るくなりました。先生方

のおかげで、ひどいと感じた患者さんの

言葉も、あの言葉があったから、仕事を辞

める決意ができ、つくし園にたどりつくこと

ができた救いの言葉だったのだと思える

ようになりました。 

 過去のことを思い出すと、どうしても涙

が出てしまうことがあります。未来のことを

考えすぎると、不安がつのって眠れなくな

ることもあります。しかし、一番大切なの

は、今ある笑顔がなくならないように、穏

やかな気持ちで見守ることだと学びまし

た。自分が泣いたり、苦しんでいると子供

の表情も曇ってしまうので、これからも、踏

切くんの成長に合わせて見守り、楽しみな

がら一生懸命生きていこうと思います。 

本当にありがとうございました。 
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２月
がつ

１日
にち

(日
にち

)、広島県手
ひ ろ し ま け ん て

をつなぐ育成会はつら

つ友
とも

の会
かい

主催
しゅさい

の『本人
ほんにん

による本人
ほんにん

のための相
そう

談会
だんかい

＆交流会
こうりゅうかい

』が広島市
ひ ろ し ま し

にて行
おこな

われました。 

広島
ひろしま

県内
けんない

の様々
さまざま

な所
ところ

から仲間
な か ま

たちが６３名
めい

集
あつ

本人
ほんにん

活動
かつどう

報告
ほうこく

     

まりました。 

午前
ご ぜ ん

は、「自分
じ ぶ ん

がされたらイヤなことって何
なん

だろう？」をテーマに勉強会
べんきょうかい

がありました。

昼食後
ちゅうしょくご

は「クイズ大会
たいかい

」で交流
こうりゅう

を楽
たの

しみました。午後
ご ご

は、「なんでも相談会
そうだんかい

」で、 生
せい

活
かつ

・

仕事
し ご と

・友達
ともだち

・家族
か ぞ く

のことなど相談
そうだん

しました。 

呉
くれ

から参加
さ ん か

された皆
みな

さんからは、「グループ代表
だいひょう

の自己
じ こ

紹介
しょうかい

が緊張
きんちょう

した。クイズが

難
むずか

しかった。」「参加
さ ん か

して良
よ

かった。楽
たの

しかった。」「弁当
べんとう

がおいしかった。」「クイズのひ

っかけ問題
もんだい

にひっかかった。」などの感想
かんそう

がでました。                 【事務局
じ む き ょ く

】 

２月
がつ

１５日
にち

（日
にち

）、本人
ほんにん

部会
ぶ か い

うたう会
かい

がありました。「本人
ほんにん

による本人
ほんにん

のための相談
そうだん

会
かい

＆交流会
こうりゅうかい

」の報告
ほうこ く

をしました。テーマは「いじめ、差別
さ べ つ

、ハラスメントについて」でした。

相手
あ い て

がどんな気持
き も

ちがするか、言
い

っていいこと、悪
わる

いこと、その人
ひと

の立場
た ち ば

やまわりの

雰囲気
ふ ん い き

をみて話
はな

していけたらいいと思
おも

います。 

選挙
せんきょ

の話
はなし

もしました。投票
とうひょう

用紙
よ う し

の種類
しゅるい

が多
おお

く、私
わたし

はどの紙
かみ

に何
なに

を書
か

くか不安
ふ あ ん

だった

ので支援
し え ん

をお願
ねが

いしました。 

今年
こんねん

度
ど

もたくさんの勉強会
べんきょうかい

ができました。みやすく、丁寧
ていねい

におしえてくださった行政
ぎょうせい

の

方々
かたがた

にも感謝
かんしゃ

いたします。ありがとうございました。          【城本房
しろもとふさ

江
え

】 
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第 49回 呉市立小中学校 特別支援学級合同作品展 

2 月 18 日(水)～2 月 20 日(金)まで広まちづくりセンター3 階で合同作品展が開催されま

した。毎年沢山の作品が展示されています。力強い作品やアイデアのつまった作品でいっ

ぱいでした。その中から一部ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

『いくせい太鼓
だ い こ

ステージ発表
はっぴょう

』 

令和
れ い わ

８年
ね ん

２月
が つ

１日
に ち

（日
に ち

）第
だ い

３３回
か い

人権
じ ん け ん

を考
かんが

える仁方
に が た

町民
ち ょ う み ん

の集
つ ど

い「人権
じ ん け ん

フェスタ in 

Nigata 2026」が開催
か い さ い

されました。いくせい太鼓
だ い こ

も昨年
さ く ね ん

に引き続き
ひ  つ づ  

３回目
 か い め

の参加
さ ん か

に

なりました。仁方
に が た

まちづくりセンターホールにて、第
だ い

１部
ぶ

「音楽
お ん が く

を通して
と お   

人権
じ ん け ん

について

かんがえよう」のステージでは、賴常先生
よ り つ ね せ ん せ い

と一緒
い っ し ょ

に１０名
  め い

のメンバーがいくせい太鼓
だ い こ

の演奏
え ん そ う

を発表
は っ ぴ ょ う

することができました。皆
み な

、生き生き
い  い  

とした笑顔
え が お

で堂々
ど う ど う

とたたいており、踊る
お ど  

曲
きょく

の時
と き

に

は会場
かい じ ょ う

の皆さん
み な   

の手拍子
て び ょ う し

にのって、からだ全体
ぜ ん た い

で

楽しそう
た の    

に踊って
お ど   

いました。今年
こ と し

もこのような発表
は っ ぴ ょ う

の場
ば

をいただきありがとうございました。 

2月
がつ

の投票
とうひょう

日
び

に「行
い

った」「行
い

かなかった」「困
こま

った」など意見
い け ん

を頂
いただ

きました。 

お聞
き

きした 2/3 ほどの方
かた

が投票
とうひょう

に行
い

かれていました。  

〇 『選挙
せんきょ

に行
い

ったよ』 

・困
こま

ったことがおきないように、投票
とうひょう

する

前
まえ

に下準備
したじゅんび

をしっかりしていった。 

・保護者
ほ ご し ゃ

と行
い

き、記入
きにゅう

時
じ

の支援
し え ん

を許可
き ょ か

して

もらった。・今
いま

まではお父
とう

さんと行
い

ってい

たけど、今回
こんかい

はひとりで行
い

った。 

〇 『選挙
せんきょ

に行
い

かなかった』 

・今
いま

まで行
い

ったことがない 

・本人
ほんにん

の理解
り か い

と判断
はんだん

が難
むずか

しい 

 

「衆議院
しゅうぎいん

選挙
せんきょ

投票
とうひょう

」について 

・投票
とうひょう

する人
ひと

を事前
じ ぜ ん

に決
き

めていった。 

・選挙
せんきょ

広報
こうほう

をみて選
えら

び切
き

り抜
ぬ

きと、手帳
てちょう

をも

っていった。支援
し え ん

を頼
たの

んだ（記入
きにゅう

見守
み ま も

り） 

・投票
とうひょう

用紙
よ う し

を渡
わた

された時
とき

に、「これは、

小選挙
しょうせんきょ

区
く

です。名前
な ま え

を記入
きにゅう

して下
くだ

さい」と

説明
せつめい

してくれたので助
たす

かりました。  

 

・字
じ

を書
か

くのが難
むずか

しい 

・本人
ほんにん

に説明
せつめい

するのが難
むずか

しい 

・天気
て ん き

が悪
わる

かった 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

弥生３月。この冬はとびきり寒い日が続

きました。春が待ち遠しいです。 

イタリアで開催された冬期オリンピックの

競技に一喜一憂しながら、世代交代という

現実も垣間見たようです。これから始まる

パラリンピック。日本選手の活躍を楽しみ

に、また応援したいです。 

６０年を迎えた育成会。支えてくださる皆

さんに感謝し、バトンを次世代に渡せるよ

う、事務局も日々精進してまいります。 

節目の３月。サポートファイルの書き替え

をして子どもの成長を確認しませんか。 

 

編集後記 

８ 

『育成会だより発行！この１年を振り返って！！』 

今年度も育成会だよりを、毎月 3,000部あまり配布させて頂きました。 

7 月、啓発活動として育成会だより臨時号の市内全戸回覧を行いました。障害のある皆さんとモビ

リーデイズの使い方・防災・選挙について勉強会を実施。11 月、広島県障害者福祉大会・はつらつ

大会 三原竹原大会に参加し、県内の仲間と交流した様子も紙面で紹介しました。「表紙絵」「ぼくの

学級わたしの学級」は、呉市立小中学校・天応学園の特別支援学級や呉本庄つくし園の作品や学

級の様子を紹介させて頂きました。お母さんの子育て日誌「手をつなぎ生きる」は日々大変な子育て

の中で、子どものかわいいところをたくさん綴っていただきました。投稿していただいた皆さま、ありが

とうございました。また校正・印刷・封入に毎月ご協力いただいております皆さまにも感謝申し上げま

す。来年度もいろいろな活動や情報などお伝えしてまいります。ご感想等があればお聞かせください。

引き続きご支援ご協力をよろしくお願いいたします。   【広報部長 井村律子】  

卒業・卒園おめでとうございます 

呉市立小中学校特別支援学級及び天応学園の

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。 

２月１２日、呉市立小中学校特別支援学級設

置校校長会会長・豊浜中学校、小山校長先生を

お迎えし、記念品贈呈式を行いました。 

☆令和 7年度☆  ご寄付いただいた皆さま 

ありがとうございました。  今後ともよろしくお願いいたします。 

中川会長より、卒業生の皆さんへ記念品とメッセージカードを贈呈させていただき

ました。また、呉本庄つくし園の加島園長先生に卒園児の皆さんのお祝いを、贈呈さ

せていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 


